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 船舶事故調査報告書 

 

                              令和４年１月１９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和３年２月１１日 ０９時３９分ごろ 

発生場所 山口県防
ほう

府
ふ

市富海
と の み

南方沖 

 大
おお

津
つ

島港本
ほん

浦
うら

防波堤灯台から真方位３１１°２.６海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°２.２′ 東経１３１°３９.９′） 

事故の概要  巡視艇にじかぜは、西進中、干出岩に乗り揚げた。 

 にじかぜは、左舷舵の曲損及び左舷推進器翼の欠損等を生じた。 

事故調査の経過  令和３年２月２５日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

巡視艇 にじかぜ、２４トン 

 １３４３１２、国土交通省 

 ２０.００ｍ×４.３０ｍ×２.３５ｍ、鋼 

 ディーゼル機関２機、合計出力１,３３８kＷ、平成５年１２月 

 乗組員等に関する情報 船長 ５０歳 

 四級海技士（航海） 

免 許 年 月 日 平成１１年８月３日 

免 状 交 付 年 月 日 平成３１年１月３１日 

免状有効期間満了日 令和６年３月２１日 

 死傷者等 なし 

 損傷 左舷舵、左舷軸及び左舷張り出し軸受に曲損並びに左舷機減速機に破

損及び左舷推進器翼に欠損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風速 約２m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の初期、潮高 約２９３㎝（徳山） 

 事故の経過  本船は、船長ほか４人が乗り組み、所属する海上保安部管内の漁船

等への指導取締り（以下「巡視業務」という。）の目的で、令和３年

２月１１日０９時０５分ごろ、山口湾方面へ向けて山口県徳山下松港

の桟橋を出港した。 

 船長は、操舵室前方中央部の操縦席に腰を掛けて手動操舵に当た

り、レーダーを１.５Ｍレンジでノースアップ、オフセンターに、Ｇ

ＰＳプロッターをノースアップとし、それぞれ進行方向約２Ｍを表示

するようにして使用し、乗組員を機関等の監視、レーダーの監視及び
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前方等と後方等の見張りにそれぞれつけて航行した。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

図１ 乗組員の配置状況略図 

 

 本船は、０９時２９分ごろ山口県周南市黒髪
くろかみ

島と同市大津島間の中
なか

谷
や

ノ瀬戸を航行中、両舷機をそれぞれ回転数毎分（rpm）約１,８００

とし、約２１ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）として北

進した。 

 船長は、大津島北方沖で左舵を取り、０９時３８分ごろ防府市富海

南方沖を西進中、同市八崎
はっさき

岬東方沖の漁船とその手前の陸岸寄りにプ

レジャーボートを認め、漁船へ向かうこととして右舵を取り、同漁船

の手前で減速して接近することとして続航した。 

 船長は、転針後、間もなく、右舷船首方に見えた富海南方沖の雀
すずめ

岩から拡延する浅所に反応して操縦席右舷前方に置かれていた電子海

図表示装置（ＥＣＳ）の警報が鳴ったことに気付き、同装置のそばで

前方等の見張りに当たっていた乗組員が警報を止めるのを認めた。 

 船長は、電子海図表示装置の警報が鳴ったとき、約２Ｍレンジとし

ていた画面表示を見たが拡大して確かめることなく、漁船へ向けて続

航中、０９時３９分ごろ船底からの衝撃を感じ、直ちに減速し、電子

海図の情報等で雀岩南西方沖約６００ｍの干出岩（以下「本件干出

岩」という。）を乗り切ったことが分かった。 

 船長は、けが人がいないことを確認し、左舷側の舵等に異常を認め

たものの、浸水や油の流出がないことを確かめた後、所属する海上保

安部に本事故の発生を通報するとともに僚船に救援を依頼し、右舷機

での航行は可能であったが僚船にえい
．．

航されて徳山下松港へ戻り、桟

橋に着桟した。 

（付図１ 事故発生経過概略図、写真１ 本船 参照） 

 その他の事項  本船は、徳山下松港の桟橋を発進する際、船首の喫水が約１.２

ｍ、船尾の喫水が推進器翼下端まで約１.６ｍであった。 

 本件干出岩は、雀岩の南西方約５００ｍに存在し、最低水面上の高

さが２.４ｍである。 

 電子海図表示装置は、本船が岩や漁礁等まで２８０ｍの距離になる

と警報が鳴るように設定され、本事故時、雀岩から拡延する浅所が本

船から２８０ｍとなって警報が鳴り、警報停止後、本件干出岩が本船

から２８０ｍとなった際は、雀岩から拡延する浅所が本船から２８０

機関等の監視〇 

レーダーの監視〇 
〇 

後方等の見張り〇 指揮、操舵(船長)◎ 

前方等の見張り 
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ｍ内であったので警報機能がリセットされず、警報が鳴らなかった。 

 船長は、令和２年４月から本船に乗船するようになり、本事故発生

時までに本事故発生場所付近を月に約３回操船し、電子海図等の情報

や干潮時に目視して本件干出岩の存在を知っており、雀岩西方の陸岸

寄りにある小島の南方沖に干出岩が存在すると認識していた。 

 船長は、本事故時、電子海図表示装置の警報が鳴ったとき、右舷船

首方の雀岩から拡延する浅所に反応したと判断した。 

 船長は、警報停止後、本件干出岩が、海面下で付近海面上に周辺と

異なる波もなく、目視やレーダーで存在を認めることができない状況

で、漁船へ向かうことに意識が向いて本件干出岩の存在を失念し、平

素のように電子海図表示装置の画面表示を拡大して確かめず、目視の

みで安全に航行できると臆断してしまったと本事故後に思った。 

 船長は、本事故時、前方等の見張りについた乗組員が向かっている

漁船が何かを揚げているのを認め、船内では漁船に関わる会話はあっ

たが本件干出岩についての会話はなく、乗組員全員が巡視業務に意識

が向き、本件干出岩の存在を失念していたことを本事故後に確認し

た。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、防府市富海沖を西進中、船長が、巡視業務として漁船へ向

かうことに意識を向け、海面下の本件干出岩の存在を失念したまま航

行したことから、本件干出岩へ向かっていることに気付かずに乗り揚

げたものと考えられる。 

 船長は、電子海図表示装置の警報が鳴った際、雀岩から拡延する浅

所に反応したと判断し、同装置の画面表示を拡大して本件干出岩の存

在を確認することができたが、漁船へ向かうことに意識が向いていた

ことから、自身で確認することも、電子海図表示装置のそばで前方等

の見張りに当たっていた乗組員に指示して確認することも行わなかっ

たものと考えられる。 

 船長は、電子海図表示装置のそばで前方等の見張りに当たっていた

乗組員に対して目視やレーダーでは確認できない海面下の干出岩等の

障害物との位置関係を逐次、報告するように指示していなかったこと

から、乗組員全員が巡視業務に意識が向き、本件干出岩へ向かってい

ることを認識できなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が防府市富海沖を西進中、船長が、巡視業務として

漁船へ向かうことに意識を向け、海面下の本件干出岩の存在を失念し

たまま航行したため、本件干出岩へ向かっていることに気付かずに乗

り揚げたものと考えられる。 
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再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、操船中、目視やレーダーでは確認できない海面下の干出

岩等の障害物との位置関係を把握できるよう、乗組員に対して電

子海図表示装置を活用して障害物との位置関係を逐次、報告する

ように指示しておくこと。 

 ・乗組員は、電子海図表示装置が浅所等の障害物に接近したときに

警報が鳴るように設定された場合、設定条件によっては警報が作

動しないことを認識し、警報の作動に関わらず、障害物へ向かう

ことがないよう、逐次、画面表示を確認し、注意が必要な場合は

船長に進言すること。 
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付図１ 事故発生経過概略図 
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（令和３年２月１１日 
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写真１ 本船 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


